
思いやり　いつでもどこでも　誰にでも
４ 平成30年9月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。
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社会福祉法人

豊田市社会福祉協議会
〒471－0877
愛知県豊田市錦町1－1－1
TEL（0565）34－1131
http://toyota-shakyo.jp/

WELFARE  INFORMATIONとよた

● 福祉実践教室

子どもたちのために

● 社会福祉施設の整備費
●社会福祉団体の事業費
●募金運動推進活動費

全県域の福祉推進のために

● 生活困窮世帯への支援
●重度障がい児・者への支援
●就学援助児童・生徒への支援

歳末たすけあいに

● 長寿祝事業
●非常用物品支給事業

高齢者のために

● 障がい児・障がい者福祉活動

障がいのある方のために

● 心配ごと相談事業
●福祉まつりの開催
●ボランティア事業
●とよた市民福祉大学の運営
●ふれあいサロンの支援
●コミュニティ会議福祉部会の支援

地域福祉推進のために

＜豊田市社会福祉協議会連絡先一覧＞
●総務課（豊田市福祉センター）
●地域福祉課
●相談支援課
●健康と福祉の相談窓口（高岡）
●健康と福祉の相談窓口（猿投）

34－1131
31－1294
31－9671
85－7720
41－3082

●足助支所
●稲武支所
●小原支所
●下山支所
●藤岡支所

62－1857
82－2068
65－3350
90－4005
76－3606

63－5566
63－5279
27－2200
34－2940
68－3890

●豊田市成年後見支援センター
●基幹包括支援センター
●豊寿園
●障がい者総合福祉会館
●旭支所

● 現在募集中の災害義援金について ●

災害名称
東日本大震災
平成28年熊本地震災害
平成29年7月5日からの大雨災害
平成30年大阪府北部地震災害
平成30年米原市竜巻災害
平成30年7月豪雨災害

受付期間

平成31年3月31日（日）まで

平成30年9月28日（金）まで

平成30年12月31日（月）まで

詳しくは、日本赤十字社及び本会総務課までお問合せください。

【平成30年5月1日～8月9日までの寄付者一覧】 順不同、敬称略。
※掲載者以外にも匿名で多くのご寄付をいただきました。

≪市社会福祉協議会への寄付≫
株式会社サニクリーン名古屋、細野 恵哉、磯谷 公明、石窯倶楽部、豊田シルバー・レク・フォークダンスの会、
簗瀬 国男、岡本 修司、豊田市高年大学10期生匿名、碧園 お茶の純平、国際ソロプチミスト豊田、暮らしの
手作り工房ちゃるま、トヨタ自動車株式会社、愛知県立豊田南高等学校、634会女子部会、K-TEN、長谷川 敦男、
株式会社JAあいち豊田サービス、豊田市高年大学第３期文化工芸学科クラス会、ハウジングサイトAXIS株式会社、
豊田遊技業防犯組合、市内交流館募金箱

≪交通遺児・生活困窮者等への指定寄付≫
トヨタ自動車労働組合TUV、丸和電子化学株式会社黄レンジャーサークル、すまいる演歌同好会、TBN会、
豊田市福祉センター募金箱、藤岡南交流館善意の箱

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

赤い羽根募金・歳末たすけあい募金にご協力お願いします
豊田市共同募金委員会より

募集期間　平成30年10月1日～平成30年12月31日

　豊田市共同募金委員会では、古川利孝氏が平成30年6月27日から会長に就任いたしました。
　今後とも市民の皆様とともに共同募金の推進に努めてまいりますので、あたたかいご理解・
ご協力をお願い申し上げます。

会長交代のお知らせ

＊ご協力は強制ではありませんが、募金活動の本旨にご理解を賜り、ご協力をお願いします。 
＊領収書により税制上の優遇措置を受けることができます。詳細は税務署等にご確認ください。
＊領収書をご希望の方は、事前に事務局までお問い合わせください。（事務局：3４－1131）

平成29年度
赤い羽根共同募金実績

の使い道

38,472,218円

　この運動は昭和22年から続いており、豊田市では今年も区長様や組長様にご協力
いただき、赤い羽根募金と歳末たすけあい募金を同時に募集させていただきます。
　お寄せいただいた募金は地域のために大切に使いますので、皆様のあたたかいご協力を
よろしくお願いします。

赤い羽根募金は誰でも参加できる《福祉参加の機会》です。

豊田市共同募金委員会
古川利孝会長

【平成30年5月1日～8月9日 本会窓口受付分】 順不同、敬称略。
※掲載者以外にも匿名で多くのご寄付をいただきました。
※掲載名および送金先は、寄付者の意向に準拠しています。

≪期間中に受け付けた義援金名称：東日本大震災、平成28年熊本地震災害、平成29年7月5日からの大雨災害、
平成30年大阪府北部地震災害、平成30年米原市竜巻災害、平成30年7月豪雨災害≫
ルネサンス豊田高等学校、鯉恋まつり募金箱、バルーンアート「キュート12」、笑いヨガのんちゃん、戸田 粋子、
豊田市ファミリー・サービス・クラブ、鞍ヶ池あじさいの道、あすて火俱野姫、AJB40クラブ、岡田 佐吉、
宝田 博夫、豊田市高橋交流館、豊田市立井郷中学校、中島 章雄、林 眞一郎・弓子、平成30年7月16日豊田市
赤十字奉仕団街頭募金、臼井 健一、豊田市役所福祉部福祉総合相談課義援金箱、下和会にこにこサロン、13健康
同好会、成瀬 静江、明日の元気塾、篠澤 國雄、国民民主党愛知県第11区総支部街頭募金、一般社団法人浄水
コミュニティースクール連絡協議会、中京大学準硬式野球部、豊田防災まちづくりプロジェクト、株式会社ルート、
ゆずりはの会、久米 宏、豊田市立竜神中学校生徒会、農村舞台寶榮座、杉浦千鶴子、永覚自治区、豊田市立
朝日丘中学校、藤岡商工会工業部会、道の駅どんぐりの里いなぶ義援金箱、豊田信用金庫、NPO法人ナースリー
ハウス父母の会スタッフ一同、おはり箱、枝下町自治区、一般社団法人豊田青年会議所、豊田市区長会、崇化館
交流館募金カフェ、菱栄工機株式会社、市内交流館義援金箱、社協管理施設義援金箱

義援金へのご協力ありがとうございました義援金へのご協力ありがとうございました



２ 平成30年9月 ３平成30年9月

相談窓口開設

●地域福祉の推進
　　実践３年目を迎えた「地域福祉活動計画」の推進について、地域の課題に対して地域住民相互で確認し考える
機会を増やすことができました。
　　また、「とよた市民福祉大学」において、平成28年度からの福祉入門コースに加えて家庭介護コースを
新設し、79名が修了しました。既に地域での活動に結びついている修了者もあり、住民福祉教育推進のため
の活動に取り組みました。
　　さらに、高岡地区へ地域福祉コーディネーターを設置し、地域づくりに関する相談やお助け隊立ち上げ支援
などを展開しました。今年度の猿投地区をはじめ今後の地域展開の礎を築くことができました。
●相談・支援体制の充実
　　社会的孤立を防ぐ支援と仕組みをつくるために、豊田市成年後見支援センターを７月に開設し、既存の日常
生活自立支援事業等本会の他事業の成果と合わせて、権利擁護の推進を図りました。
　　また、基幹包括支援センターに認知症初期集中支援チームを新たに設置し、早期対応に向けた支援体制の推進
を図りました。地域包括支援センターでは、生活支援コーディネーター増員による機能強化を図りました。
●在宅福祉サービスの充実
　　豊田市介護予防・日常生活支援総合事業を各支所において新たに開始し、対象者の自立した生活の維持、質の
向上に努めました。
　　また、福祉人材の育成・確保のため、介護職員初任者研修及び福祉就職フェアを開催するとともに、ヘルパー
フォローアップ講座の開催や、生活支援担い手養成研修を開催しました。

収 入

受託金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス
等事業収入

経常経費補助金
収入

会費収入
寄附金収入
負担金収入
事業収入
貸付事業収入
雑収入

前期末支払資金残高

733,072

574,683

176,991

96,313

27,203
88,921
12,001
4,470
1,454
59,997
567,502

2,342,607

市、県社協からの補助金・委託金

介護報酬収入、
利用者負担金収入等

総合支援法事業利用料
収入等

市、県社協補助金、
赤い羽根募金、歳末募金配分金

世帯会費、法人会費等
一般寄付、指定寄付
市負担金、日赤負担金等
利用料収入等
貸付償還金収入
受取利息収入、積立金取崩収入等

決算額区　分

計

説　　明

支 出

※単位：千円
※内部の資金移動分を除く
※収支差額は次年度に繰り越す

平成２９年度 社協事業報告および決算報告平成２９年度 社協事業報告および決算報告

法人運営事業

地域福祉の推進

在宅福祉の推進

施設の管理運営
福祉資金貸付事業

介護保険事業の
運営

障害福祉サービス
等事業の運営

176,499

140,348

289,942

391,071
10,427

595,141

184,590

1,788,018

法人運営、支所運営

自治区福祉活動助成、ボラン
ティアセンターの運営、ふれあ
いサロン、福祉人材養成事業

車いす・福祉車両貸出、権利
擁護事業、相談支援事業等

各施設の管理運営
生活福祉資金、ひまわり資金

【高齢者】ホームヘルプ、
デイサービス事業等

【障がい者・児】ホームヘルプ、
デイサービス事業等

決算額区　分

計

説　　明

　敬老の日に合わせ、市内にお住いの満80歳、85歳、90歳、95歳、99歳以上の方（※）
に長寿祝品（豊田産のお茶）を贈呈しました。
　高齢者の皆様に元気で長生きしていただくことを願い、また、ご家族や地域と、高齢
者の皆様とのきずなを深めることを目的に例年実施しています。
　贈呈には各地域の民生委員の皆様にご協力いただき、対象となる高齢者の方、お一人ずつ
に渡していただきました。

高齢者の皆様、本当におめでとうございます。そして、いつも、ありがとうございます。
※平成30年9月1日現在、豊田市の住民基本台帳に登録があり、12月31日までに該当の年齢を迎えられる方

おめでとうございます！！ 長寿祝品を贈呈しましたおめでとうございます！！ 長寿祝品を贈呈しました
社会福祉協議会会費・共同募金配分金事業社会福祉協議会会費・共同募金配分金事業

●生活困窮者を中心にした個別支援(人数)

●関係機関や地域のみなさんとの取り組み

●支援の具体例

・レシートから１ヵ月単位の支出額を見える化し、
無理なく支出をおさえる方法について本人と検討
し、実行できるよう支援しています。

・障がい相談支援ワーカーや地域包括支援セン
ターなどと連携し、本人の意向を確認しながら
生活の見直しや、金銭管理支援窓口へつなぎます。

　８月６日（月）から、新たに猿投コミュニティセンター内に「健康と福祉の
相談窓口」を設置しました。社協職員（地域福祉コーディネーター）２名を配置し、
市地域保健課と市福祉総合相談課の職員と協働し、猿投地区の複合的な生活
課題の解決や、支え合いの地域づくりを地域の皆様と共に行いますので、よろしく
お願いいたします。

　その他にも、各中学校区コミュニティ福祉委員会活動支援、ボランティア相談、地域包括支援センター・
ケアマネージャー・障がい相談支援事業所等情報交換会、民生委員児童委員協議会勉強会、障がい福祉事業
所情報交換会などを行っています。

竜神 若林 前林 若園

では、個別の生活相談や
関係機関・地域の皆様との取り組みを進めています

「健康と福祉の相談窓口」「健康と福祉の相談窓口」「健康と福祉の相談窓口」

実
人
数

延
べ
回
数

3月

4月

5月

6月

7月

18
92

10

14

15

16
39

55

83

76

アンサンブル曙、聖霊
幼稚園の交流の機会
を設けるため支援・調
整しました。

高美町自治区で住民の
暮らしを考えて、今後
のあるべき地域の姿を
検討しました。

民生委員、包括と一緒
に「高齢者等生活サ
ポートブック」の作成を
始めました。

認知症高齢者の見守り
の輪を広げようと、小
学生親子対象で勉強会
を計画しました。

【高岡窓口の取り組み】

【猿投窓口の取り組み】

私たちが担当します！
是非お気軽に
ご相談ください！

◇開設場所　 豊田市四郷町東畑70番地1（猿投コミュニティセンター内）
◇名　　称　 健康と福祉の相談窓口（猿投）
◇相談日時　 月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
◇電　　話　 41-3082　　◇FAX　 41-3083

稲見 水野

窓口での相談の様子
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【高齢者】ホームヘルプ、
デイサービス事業等

【障がい者・児】ホームヘルプ、
デイサービス事業等

決算額区　分

計

説　　明

　敬老の日に合わせ、市内にお住いの満80歳、85歳、90歳、95歳、99歳以上の方（※）
に長寿祝品（豊田産のお茶）を贈呈しました。
　高齢者の皆様に元気で長生きしていただくことを願い、また、ご家族や地域と、高齢
者の皆様とのきずなを深めることを目的に例年実施しています。
　贈呈には各地域の民生委員の皆様にご協力いただき、対象となる高齢者の方、お一人ずつ
に渡していただきました。

高齢者の皆様、本当におめでとうございます。そして、いつも、ありがとうございます。
※平成30年9月1日現在、豊田市の住民基本台帳に登録があり、12月31日までに該当の年齢を迎えられる方

おめでとうございます！！ 長寿祝品を贈呈しましたおめでとうございます！！ 長寿祝品を贈呈しました
社会福祉協議会会費・共同募金配分金事業社会福祉協議会会費・共同募金配分金事業

●生活困窮者を中心にした個別支援(人数)

●関係機関や地域のみなさんとの取り組み

●支援の具体例

・レシートから１ヵ月単位の支出額を見える化し、
無理なく支出をおさえる方法について本人と検討
し、実行できるよう支援しています。

・障がい相談支援ワーカーや地域包括支援セン
ターなどと連携し、本人の意向を確認しながら
生活の見直しや、金銭管理支援窓口へつなぎます。

　８月６日（月）から、新たに猿投コミュニティセンター内に「健康と福祉の
相談窓口」を設置しました。社協職員（地域福祉コーディネーター）２名を配置し、
市地域保健課と市福祉総合相談課の職員と協働し、猿投地区の複合的な生活
課題の解決や、支え合いの地域づくりを地域の皆様と共に行いますので、よろしく
お願いいたします。

　その他にも、各中学校区コミュニティ福祉委員会活動支援、ボランティア相談、地域包括支援センター・
ケアマネージャー・障がい相談支援事業所等情報交換会、民生委員児童委員協議会勉強会、障がい福祉事業
所情報交換会などを行っています。

竜神 若林 前林 若園

では、個別の生活相談や
関係機関・地域の皆様との取り組みを進めています

「健康と福祉の相談窓口」「健康と福祉の相談窓口」「健康と福祉の相談窓口」

実
人
数

延
べ
回
数

3月

4月

5月

6月

7月

18
92

10

14

15

16
39

55

83

76

アンサンブル曙、聖霊
幼稚園の交流の機会
を設けるため支援・調
整しました。

高美町自治区で住民の
暮らしを考えて、今後
のあるべき地域の姿を
検討しました。

民生委員、包括と一緒
に「高齢者等生活サ
ポートブック」の作成を
始めました。

認知症高齢者の見守り
の輪を広げようと、小
学生親子対象で勉強会
を計画しました。

【高岡窓口の取り組み】

【猿投窓口の取り組み】

私たちが担当します！
是非お気軽に
ご相談ください！

◇開設場所　 豊田市四郷町東畑70番地1（猿投コミュニティセンター内）
◇名　　称　 健康と福祉の相談窓口（猿投）
◇相談日時　 月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分
◇電　　話　 41-3082　　◇FAX　 41-3083

稲見 水野

窓口での相談の様子



思いやり　いつでもどこでも　誰にでも
４ 平成30年9月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。

社協だより社協だより
第164号

社会福祉法人

豊田市社会福祉協議会
〒471－0877
愛知県豊田市錦町1－1－1
TEL（0565）34－1131
http://toyota-shakyo.jp/

WELFARE  INFORMATIONとよた

● 福祉実践教室

子どもたちのために

● 社会福祉施設の整備費
●社会福祉団体の事業費
●募金運動推進活動費

全県域の福祉推進のために

● 生活困窮世帯への支援
●重度障がい児・者への支援
●就学援助児童・生徒への支援

歳末たすけあいに

● 長寿祝事業
●非常用物品支給事業

高齢者のために

● 障がい児・障がい者福祉活動

障がいのある方のために

● 心配ごと相談事業
●福祉まつりの開催
●ボランティア事業
●とよた市民福祉大学の運営
●ふれあいサロンの支援
●コミュニティ会議福祉部会の支援

地域福祉推進のために

＜豊田市社会福祉協議会連絡先一覧＞
●総務課（豊田市福祉センター）
●地域福祉課
●相談支援課
●健康と福祉の相談窓口（高岡）
●健康と福祉の相談窓口（猿投）

34－1131
31－1294
31－9671
85－7720
41－3082

●足助支所
●稲武支所
●小原支所
●下山支所
●藤岡支所

62－1857
82－2068
65－3350
90－4005
76－3606

63－5566
63－5279
27－2200
34－2940
68－3890

●豊田市成年後見支援センター
●基幹包括支援センター
●豊寿園
●障がい者総合福祉会館
●旭支所

● 現在募集中の災害義援金について ●

災害名称
東日本大震災
平成28年熊本地震災害
平成29年7月5日からの大雨災害
平成30年大阪府北部地震災害
平成30年米原市竜巻災害
平成30年7月豪雨災害

受付期間

平成31年3月31日（日）まで

平成30年9月28日（金）まで

平成30年12月31日（月）まで

詳しくは、日本赤十字社及び本会総務課までお問合せください。

【平成30年5月1日～8月9日までの寄付者一覧】 順不同、敬称略。
※掲載者以外にも匿名で多くのご寄付をいただきました。

≪市社会福祉協議会への寄付≫
株式会社サニクリーン名古屋、細野 恵哉、磯谷 公明、石窯倶楽部、豊田シルバー・レク・フォークダンスの会、
簗瀬 国男、岡本 修司、豊田市高年大学10期生匿名、碧園 お茶の純平、国際ソロプチミスト豊田、暮らしの
手作り工房ちゃるま、トヨタ自動車株式会社、愛知県立豊田南高等学校、634会女子部会、K-TEN、長谷川 敦男、
株式会社JAあいち豊田サービス、豊田市高年大学第３期文化工芸学科クラス会、ハウジングサイトAXIS株式会社、
豊田遊技業防犯組合、市内交流館募金箱

≪交通遺児・生活困窮者等への指定寄付≫
トヨタ自動車労働組合TUV、丸和電子化学株式会社黄レンジャーサークル、すまいる演歌同好会、TBN会、
豊田市福祉センター募金箱、藤岡南交流館善意の箱

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

赤い羽根募金・歳末たすけあい募金にご協力お願いします
豊田市共同募金委員会より

募集期間　平成30年10月1日～平成30年12月31日

　豊田市共同募金委員会では、古川利孝氏が平成30年6月27日から会長に就任いたしました。
　今後とも市民の皆様とともに共同募金の推進に努めてまいりますので、あたたかいご理解・
ご協力をお願い申し上げます。

会長交代のお知らせ

＊ご協力は強制ではありませんが、募金活動の本旨にご理解を賜り、ご協力をお願いします。 
＊領収書により税制上の優遇措置を受けることができます。詳細は税務署等にご確認ください。
＊領収書をご希望の方は、事前に事務局までお問い合わせください。（事務局：3４－1131）

平成29年度
赤い羽根共同募金実績

の使い道

38,472,218円

　この運動は昭和22年から続いており、豊田市では今年も区長様や組長様にご協力
いただき、赤い羽根募金と歳末たすけあい募金を同時に募集させていただきます。
　お寄せいただいた募金は地域のために大切に使いますので、皆様のあたたかいご協力を
よろしくお願いします。

赤い羽根募金は誰でも参加できる《福祉参加の機会》です。

豊田市共同募金委員会
古川利孝会長

【平成30年5月1日～8月9日 本会窓口受付分】 順不同、敬称略。
※掲載者以外にも匿名で多くのご寄付をいただきました。
※掲載名および送金先は、寄付者の意向に準拠しています。

≪期間中に受け付けた義援金名称：東日本大震災、平成28年熊本地震災害、平成29年7月5日からの大雨災害、
平成30年大阪府北部地震災害、平成30年米原市竜巻災害、平成30年7月豪雨災害≫
ルネサンス豊田高等学校、鯉恋まつり募金箱、バルーンアート「キュート12」、笑いヨガのんちゃん、戸田 粋子、
豊田市ファミリー・サービス・クラブ、鞍ヶ池あじさいの道、あすて火俱野姫、AJB40クラブ、岡田 佐吉、
宝田 博夫、豊田市高橋交流館、豊田市立井郷中学校、中島 章雄、林 眞一郎・弓子、平成30年7月16日豊田市
赤十字奉仕団街頭募金、臼井 健一、豊田市役所福祉部福祉総合相談課義援金箱、下和会にこにこサロン、13健康
同好会、成瀬 静江、明日の元気塾、篠澤 國雄、国民民主党愛知県第11区総支部街頭募金、一般社団法人浄水
コミュニティースクール連絡協議会、中京大学準硬式野球部、豊田防災まちづくりプロジェクト、株式会社ルート、
ゆずりはの会、久米 宏、豊田市立竜神中学校生徒会、農村舞台寶榮座、杉浦千鶴子、永覚自治区、豊田市立
朝日丘中学校、藤岡商工会工業部会、道の駅どんぐりの里いなぶ義援金箱、豊田信用金庫、NPO法人ナースリー
ハウス父母の会スタッフ一同、おはり箱、枝下町自治区、一般社団法人豊田青年会議所、豊田市区長会、崇化館
交流館募金カフェ、菱栄工機株式会社、市内交流館義援金箱、社協管理施設義援金箱

義援金へのご協力ありがとうございました義援金へのご協力ありがとうございました


